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■
法
起
寺
の
沿
革

池雛拠峙雌替腱課謎『酬湖軸酬獄写岡本
にあり、岡本尼寺、岡本寺
、

こ
の
寺
は
、
推
古
十
四
年

（六
〇
六
）

に
聖
徳
太
子
が
法
華
経
を
講
説
さ
れ

た
と

い
う
剛
毅
艶
ど
寺

に
改
め
た
も

の
と
伝
え
、
法
隆
寺
、
四
天
王
寺
、
中
宮

寺
な
ど
と
共

に
、
太
子
御
建
立
七

ヵ
寺

の

一
つ
に
か
ぞ
え
ら
れ
て
い
る
。

創
建

の
由
味

肛
つ

い
て
は

『聖
徳
太
子
伝
私
記
』

に
記
録
す
る
当
寺

の
二
重

塔

に
あ

っ
た
露
盤
銘

に
よ

っ
て
判
明
す
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
推
古
三
十
年

盆
ハ

三
二
）
二
月
二
十
二
日
、
聖
徳
太
子
は
そ
の
莞
去

に
臨
み
、
長
子
の
山
背
大
兄

狂
難
増

殿

（岡
本
宮
）お
秘

改
め
て
寺
と
す
る
こ
と
を
遺
命

し
、
山
背
大
兄
王
は

ぃ
は

一 の 国
嘲
】
鉦
酬
¨
］

立
（

江
］
「
抑
は

十‐こ
，
十

銹
嚇

（
‐曽施
轟
］
軒
搬
い
い
Ｃ

鮭
帥
疏
だ
螂

塔

の
構
立
を
発
願
し
、
慶
雲
三
年

（七
〇
六
）
二
月

に
塔

の
露
盤
を
作

っ
た
と

し
て
い
る
。

こ
の
露
盤
銘

に
記
す
よ
う
に
近
年
境
内

の
発
掘
調
査

の
結
果
、
前
身
建
物

の

遺
構

の

一
部
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
法
起
寺

の
建
立
以
前

に
岡
本
宮
と
見
ら
れ

る
宮
殿
が
存
在

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。
同
時

に
、
中
門
を
入

っ

て
右
に
二
重
塔
、
左

に
金
堂
、
中
央
正
面
奥

に
講
堂
が
あ
り
、
廻
廊
は
中
間
左

右
か
ら
堂
塔
を
囲
み
、
講
堂

の
左
右

に
接
続
す
る
様
式

の
伽
藍

で
あ

っ
た
と
推

測
さ
れ
て
い
る
。

当
寺

の
こ
と
は
、

『正
倉
院
文
書
』

や

『日
本
霊
異
記
』

に
も
見
え
、
奈
良

時
代

に
は
相
当
栄
え
て
い
た
ら
し
い
が
、
平
安
時
代

か
ら
法
隆
寺

の
指
拝
下
に

入
り
、
寺
運
も
徐
々
に
衰
微
し
た
が
、
鎌
倉
時
代

に
は
講
堂
や
二
重
塔
が
修
復

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
室
町
時
代

に
再
び
衰
え
、
江
戸
時
代

の
は
じ
め
ご
ろ

に
は
二
重
塔

の
み
を
残
す

の
み
で
あ

っ
た
と

い
う
。
　

　

力
‐
たん
垢

そ
の
荒
廃
を
憂

い
、
当
寺

の
再
興
を
発
願
し
た
寺
僧

の
真
政
園
忍
と
そ
の
弟

子
た
ち
は
、
延
宝
六
年

（
Ｉ

ハ
七
八
）
に
二
重
塔
を
修
復

し
た
。
そ
れ
以
降
も
、

寺
僧
た
ち
の
努
力

に
よ

っ
て
浄
財
を
集
め
、
元
禄
七
年

（
一
六
九
四
）
に
講
堂

を
再
建
、
文
久
三
年

（
一
人
六
三
）
に
聖
天
堂
を
建
立
し
、
現
在

の
寺
観
が
整

え
ら
れ
て
い
る
。

明
治
維
新
後
は
、
本
寺
法
隆
寺
と
共

に
真
言
宗

の
所
轄
と
な

っ
た
が
、
明
治

十
五
年

（
一
人
八
二
）
法
隆
寺
が
興
福
寺
と
共

に
法
相
宗

に
独
立
し
た
の
に
と

も
な

い
、
法
相
宗

の
小
本
山
と
な

っ
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
五
年

２

九
五
〇
）
法
隆
寺
が
聖
徳
宗
を
開
宗

し
た
た
め
、

当
寺
も
聖
徳
宗

の
本
山
の

一
つ
に
な

っ
て
い
る
。

昭
和
四
十
七
年

（
一
九
七
二
）
に
は
二
重
塔

の
解
体
修
理
に
着
手

し
、
五
十

年

に
完
成
し
た
の
に
続

い
て
、
五
十
三
年

に
は
講
堂

の
修
理
を
行

い
、
五
十
七

年

に
は
重
要
文
化
財

の
十

一
面
観
音
菩
薩
像
を
安
置
す
る
収
蔵
庫
を
新
設
し
て

い
ス
リ
。

木
造
十

一
面
観
音
菩
薩
立
像

銅
造
苦
薩
立
像

聖

天
堂

二
重

塔

（
国
宝

）

真
政

園

忍
像

二
重
塔

（国
宝
）

一
重
の
石
壇
上
に
立
つ
、
一二
間
四
方
三
層
、

高
さ
二
十
三

・
九
メ
ー
ト
ル
の
塔
婆
で
、
慶

雲
三
年

（七
〇
六
）
に
建
立
さ
れ
た
と
す
る

現
存
す
る
我
国
最
古
の
三
重
塔
と
し
で
名
高

い
。

木
造
十

一
面
観
音
書
薩
立
像
（重
要
文
化
財
）

像
高
三
五
〇

・
Ｏ
ｃｍ
。

こ
の
像
は
講
堂

（観
音
堂

・
本
堂
と
も
い

う
）
の
本
尊
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
収
蔵
庫

に
安
置
し
て
い
る
。
造
像
形
式
は
通
常
の
十

一
面
観
音
菩
薩
像
で
、
幹
部
は
杉
の
一
材
か

ら
彫
出
し
て
お
り
、
十
世
紀
後
半
ご
ろ
の
作

と
い
わ
れ
て
い
る
。

鋼
造
菩
薩
立
像

（重
要
文
化
財
）

像
亘

一〇

・
Ｏ
Ｃｍ
。

寺
伝
で
は
虚
空
蔵
菩
薩
と
呼
ば
れ
て
お

り
、
全
身
に
火
を
か
ぶ
っ
た
形
跡
が
み
ら
れ

る
。
そ
の
形
式
上
、
七
世
紀
後
半
の
作
と
い

わ
れ
て
い
る
。
現
在
本
像
は
奈
良
国
立
博
物

館
に
出
陳
中
で
あ
る
。


